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自律式無人ヘリコプターを用いた空中磁気測量による火山観測

Aeromagnetic survey in volcanoes by using autonomously-driven
unmanned helicopter
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従来の有人空中磁気測量は、陸上観測での制約となる地表の地理的状況によらず、空間的におお
よそ一様なデータをごく短時間で取得することができるという大きな利点を持つ一方で、高高度
での観測に限られるため、空間分解能が低いことが問題であった。特に通常の火山では、噴出火
口や割れ目等１００ｍオーダーの小スケールで現象が起こることが多く、そのスケールの検出は
有人機での観測では困難である。そこでそのような欠点を克服するために、我々は小型無人ヘリ
コプターを利用した、低高度・高分解能の空中磁気測量システムの開発を行っている。
使用した無人ヘリコプター（（株）ヤマハ発動機社製RMAX-G1）は、基点となる基地局から無
線通信による操作で航行する。その場でプログラミング・位置データを送信することにより任意
の航路を指定することができ、基地局から数km離れた場所でも制御可能である。また、ヘリコ
プターでのGPS受信と基地局でのGPS受信によるDGPS測位により、数十cm精度の位置制御が実
現されている。将来的には同一航路を複数回航行することで、山体磁場の時間変化の検出にも利
用できるものと考えている。これまでの観測では、対地高度数十ｍ程度、速度5-10m/sで航行し
ている。
磁力計は、セシウム全磁力計を搭載し、最高10Hzサンプリングで測定をおこなっている。搭載
方法はこれまで種々検討を重ね、現在はヘリコプターから５ｍほどつりさげた、バード方式を採
用し、安定した測量をおこうことができている。これらのシステムを使い、試験測量も含め浅間
山山腹、伊豆大島三原山および桜島南岳近傍において、実際に磁気測量をおこなった。
特に伊豆大島三原山では、カルデラ内およそ3ｋｍ四方の範囲を数十ｍ間隔の測線でほぼ網羅す
ることに成功した。解析の結果、三原内輪山は10A/m前後と三原山の平均的な磁化強度を示した
一方で、三原山頂をはさんで、北西－南東の方向に15～20A/mの高磁化領域が帯状に見られた。
この方向が、広域応力場の方向と一致することから、過去にダイク状に上昇したマグマが固化し
たものが見えている可能性が示唆される。
本発表では、伊豆大島での結果を中心にこれまでの開発および観測について報告を行う。
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